
 

編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

107-192 高等学校 国語 論理国語  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104・数研 論国・104-902 高等学校 論理国語 

 

１．編修の基本方針 

⚫ 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識・技能を培い、確かな国語力を育成する。 

⚫ 言葉の働きについて理解を深めるとともに、言葉を通して社会と関わる態度を養う。 

⚫ 論理的・批判的・創造的思考力と、他者との関わりのなかで自分の考えを深化させる力
を伸ばす。 

⚫ 現代社会の諸問題に対する幅広い関心と、言語文化の担い手としての自覚を育む。 

２．対照表 

 
 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所  

 
第一章  

 
■反対語から考えを

深める 

・概念の輪郭を明確にするために「反対語」を
考えることの意義について論じた評論によ
り、真理を求める態度を養うことを意図し
た。（第 1 号） 

12 頁～17 頁 
 

 

新しい認識 

・本物の貨幣と偽物の貨幣について論じた評論
により、幅広い知識と教養を身に付け、真理
を求める態度を養うことを意図した。（第 1 
号） 

・主体的、能動的に「驚く」ことの重要性を論
じた評論により、創造性を培い自主および自
律の精神を養えるようにした。（第 2 号） 

18 頁～36 頁 

 

 

美の感覚 

・芸術作品を鑑賞する喜びを論じた評論によ
り、豊かな情操と創造性を培うことを意図し
た。（第 1 号・第 2 号） 

・「日本文化における『いき』」というテーマ
の評論により、我が国の伝統と文化、および
他国の伝統と文化をともに尊重する態度を養
うことを意図した。（第 5 号） 

37 頁～55 頁 

 

 

社会のあり方 

・「生きる意味を育むコミュニティー」の創造
について述べた評論により、主体的に社会の
形成に参画する態度を養うことを意図した。
（第 3 号） 

・科学と生命に関する評論により、真理を求め
る態度、生命を尊ぶことの重要性を学ぶこと
ができるようにした。（第 1 号・第 4 号） 

56 頁～79 頁 

 

 

言語と論理 

・「オノマトペ」「日本語の論理性」に関する
評論により、日本語表現の奥深さを実感し、
我が国の伝統と文化、および他国の伝統と文
化をともに尊重する態度を養うことを意図し
た。（第 5 号） 

80 頁～101 頁 

 



 

 

近代と大衆 

・「消費社会」の変遷を「感覚史」という観点
で分析した評論、現代社会の仕組み・構造を
「スポーツ」という観点で分析した評論によ
り、幅広い知識と教養を身に付け、真理を求
める態度を養うことを意図した。（第 1 号） 

102 頁～121 頁 

 

 

人間と自然 

・「科学・技術」について述べた評論により、
幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める
態度を養うことを意図した。（第 1 号） 

・地球環境保全をテーマにした評論により、生
命や自然を大切にする態度を養うことを意図
した。（第 4 号） 

122 頁～145 頁 

 

 

人間の可能性 

・人間の「自由」を芸術作品と関連付けながら
論じた評論により、個人の価値を尊重して、
その能力を伸ばし、創造性を培うことを意図
した。（第 2 号） 

・「友情」について文学作品と関連付けながら
論じた評論により、正義と責任、自他の敬愛
と協力を重んずる態度を養うことを意図し
た。（第 3 号） 

・近代日本の文学作品を、作者の生きた明治と
いう時代と関連付けながら論じた評論によ
り、我が国の伝統と文化、および他国の伝統
と文化をともに尊重する態度を養うことを意
図した。（第 5 号） 

146 頁～234 頁 

 

 
第二章  

 

現代へのまなざし 

・芸術の「自律性」は「近代」に確立したこと
を論じた評論により、幅広い知識と教養を身
に付けることを意図した。（第 1 号） 

・「利他」「贈与」について述べた評論によ
り、自他の敬愛と協力を重んずる態度、個人
の価値を尊重する態度を養うことを意図し
た。（第 2 号・第 3 号） 

236 頁～253 頁 

 

 

異文化と普遍 

・翻訳に関する評論、自文化を相対化して他文
化を理解する重要性を訴える評論により、我
が国と郷土を愛するとともに、他国を尊重
し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を
養うことを意図した。（第 5 号） 

254 頁～271 頁 

 

 

情報と人間 

・事物を抽象的にとらえる利点について述べた
評論により、幅広い知識と教養を身につけ真
理を探究する態度を養うことを意図した。
（第 1 号） 

・情報社会に生きることについての評論によ
り、文系・理系の枠にとらわれず、幅広い分
野の知識と教養を身に付けることを意図し
た。（第 1 号） 

272 頁～289 頁 

 

 

私たちの身体 

・「環世界」「使用」という観点から人間の
「身体」について哲学的に考察した評論によ
り、幅広い知識と教養を身に付け、真理を求
める態度を養うことを意図した。（第 1 号） 

290 頁～309 頁 
 

 

近代という枠組み 

・戦後日本社会の構造を分析し、近代的な自由
の意味を問う評論により、正義と責任などを
重んずるとともに、公共の精神に基づき、主
体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与
する態度を養うことを意図した。（第 3 号） 

310 頁～329 頁 

 

 

比較と考察 

・公共施設としての図書館のあり方について述
べた評論により、公共の精神に基づき、主体
的に社会の形成に参画し、その発展に寄与す
る態度を養うことを意図した。（第 3 号） 

・私たちの「名前」と「アイデンティティ」に

330 頁～363 頁 

 



 

ついて述べた文章により、個人の価値を尊重
し、正義と責任を重んじる態度を養うことを
意図した。（第 2 号・第 3 号） 

 

社会の中の言葉 

・学問と政治の関係を論じた評論により、我が
国と郷土を愛するとともに、他国を尊重し、
国際社会の平和と発展に寄与する態度を養う
ことを意図した。（第 5 号） 

・「利害関心」の功罪と「正義」「寛容」の重
要性を述べた評論により、正義と責任を重ん
じつつ、公共の精神に基づいて主体的に社会
の形成に参画し、その発展に寄与する態度を
養うことを意図した。（第 3 号） 

364 頁～381 頁 

 

 

人間という存在 

・地球環境保全について論じた評論により、生
命や自然を大切にする態度を養うことを意図
した。（第 4 号） 

・「人間の意志や選択」についての評論によ
り、幅広い知識と教養を身に付け、真理を求
める態度、自主及び自律の精神を養うことを
意図した。（第 1 号・第 2 号） 

382 頁～398 頁 

 

 

考えの表出 

・労働の意味を考察する評論により、自主・自
律の精神を養うとともに、職業と生活との関
連を重視し勤労を重んずる態度を養うことを
意図した。（第 2 号） 

・資料を分析して情報を整理する活動、レポー
トの内容・構成を考える活動により、幅広い
知識と教養を身に付け、真理を求める態度を
養うこと、創造性を培うことができるように
した。（第 1 号・第 2 号） 

399 頁～424 頁 

 

 
表現編  

 
社会的なテーマを設
定し報告書を書く 

・調査結果および自身の考えをまとめる活動を
通して、知識と教養を身に付け、真理を求め
る態度を養えるようにした。（第 1 号） 

426 頁～431 頁  

 
実社会に関する文章
を読み小論文を書く 

・自身の考えを深めたり、適切に表現したりす
るための基本的な方法を身に付け、さまざま
な事柄に対して主体的に取り組む態度を培う
ことができるようにした。（第２号） 

432 頁～437 頁 
 

 
資料編・見返し  

 

表現キーワード 

・「思考」「動作」「感情」「物事の様子」に
関する複数の語を、各語の意味の違いに注意
しながら確認することで、日本語表現の奥深
さを実感し、伝統と文化を尊重する態度を養
えるようにした。（第５号） 

438 頁～447 頁 

 

 
評論キーワード・ 
ズームアップ 評論
テーマの理解を深め

る 

・主に論理的文章・資料などで扱われるキーワ
ードをまとめ、各テーマの背景知識について
深く掘り下げて解説することで、抽象的かつ
論理的な思考力を身につけ、自国および他国
の文化・社会への理解を深められるようにし
た。（第１号・第５号） 

448 頁～463 頁 

 

 
見返し 

・各題材に関連した資料などを通して、より学
習の理解を深め、幅広い知識と教養を養える
ようにした。（第１号） 

前見返し 
後見返し 

 

  

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

⚫ 学校教育法第５１条２号「一般的な教養を高め、専門的な知識、技術及び技能を習得さ
せること」を踏まえ、教材の読解にとどまらず、教材に関連したテーマの理解を深めた
り、基本的な言語技術を確認したり、読書活動につなげたりできるようなコラム（「チ



 

ェックポイント」「ズームアップ」「解説」）を随所に掲載した。 

⚫ 学校教育法第５１条第３号「社会について、広く深い理解と健全な批判力を養い、社会
の発展に寄与する態度を養うこと」を踏まえ、各教材末には、現代社会のさまざまな話
題や問題を多角的な視点から考察できる設問や言語活動例を多数用意した。 

 

 



※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年

107-192 高等学校 国語 論理国語
※発行者の
番号・略称

※教科書の
記号・番号 ※教　科　書　名

104・数研 論国・104-902 高等学校　論理国語

編　修　趣　意　書
（学習指導要領との対照表，配当授業時数表）

⑴収録教材・コラム的要素
・現代の社会生活に関するテーマについて述べた文章、図表や資料を用
いた文章など、さまざまな形式の文章に触れられるよう配慮した。
・ 「チェックポイント」コーナーを設けて、文章を読解したり表現した
りする際に身につけておきたい知識・技能を解説した。
・ 教材の読解から発展させて、教材のテーマについて理解を深めること
ができる「ズームアップ」コーナーを設けた。

・本編教材とあわせて学ぶことで理解が深まる教材を掲載した「探究の扉」
コーナーを設けることで、資料を比較したり関連づけたりする力を養え
るようにした。

１．編修上特に意を用いた点や特色

　「
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
子
ど
も
じ
み
た
音お

と

真ま

似ね

で
あ
っ
て
、
言
語
で
は
な
い
」
と
い
う
の
は
、
一
般
の
人
だ

け
で
な
く
、
と
き
に
学
者
の
間
で
も
聞
か
れ
る
意
見
で
あ
る
。
結
論
か
ら
言
お
う
。
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
い
く

つ
か
の
点
で
特
殊
で
あ
り
な
が
ら
も
、
あ
く
ま
で
言
語
で
あ
る
し
、
一
般
語
（
オ
ノ
マ
ト
ペ
で
な
い
こ
と

ば
）
と
の
違
い
よ
り
共
通
性
の
ほ
う
が
多
い
。
な
ぜ
か
。
こ
の
問
題
を
掘
り
下
げ
て
い
く
こ
と
で
、
オ
ノ

マ
ト
ペ
の
性
質
が
見
え
て
く
る
と
同
時
に
、
言
語
と
は
何
か
と
い
う
大
き
な
問
題
に
対
し
て
の
理
解
も
深

ま
る
。「
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
言
語
か
」
と
い
う
問
題
を
考
え
れ
ば
、
必
然
的
に
「
言
語
と
は
何
か
」
と
い
う

問
題
を
考
え
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
言
語
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
日
本
語
話
者
に
は
比
較
的
受
け
入
れ
や
す
い
考
え
か
も
し

れ
な
い
。
日
本
語
で
は
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
文
の
構
成
要
素
と
し
て
頻
繁
に
現
れ
る
。「
雲
が
フ
ワ
フ
ワ
と
浮

か
ん
で
い
る
」
の
よ
う
に
副
詞
と
し
て
現
れ
た
り
、「
子
ど
も
が
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
」
の
よ
う
に
述
語

の
一
部
と
し
て
現
れ
た
り
、「
よ
ち
よ
ち
歩
き
」
の
よ
う
に
複
合
語
を
作
っ
た
り
、「
コ
ロ
コ
ロ
が
つ
い
た

1

510

1
オ
ノ
マ
ト
ペ�

�
onom

atopée

（
フ
ラ
ン

ス
語
）。
擬
音
語
・
擬
態
語
。

1
オ
ノ
マ
ト
ペ
は「
音
真
似

で
あ
っ
て
、
言
語
で
は
な

い
」と
考
え
る
人
が
い
る

の
は
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
ど

の
よ
う
な
特
徴
に
よ
る
か
。

オ
ノ
マ
ト
ペ
は
言
語
か�

今い
ま

井い

む
つ
み
・
秋あ

き

田た

喜き

美み

1 言
語
と
論
理

二次元
コード
を記載

80オノマトペは言語か●

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
す
る
た
め
、
私
た
ち
は
言
語
に
で

き
る
限
り
多
く
の
情
報
を
盛
り
込
も
う
と
す
る
。

《
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
言
語
か
》

5

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

因
果
関
係
と
論
拠

は
次
の
よ
う
な
関
係
性
に
あ
る
。

　
太
郎
さ
ん
の
言
い
た
い
こ
と
は
花
子
さ
ん
に
通
じ
る
が
、
厳
密
に
は
、

こ
こ
に
は
根
拠
を
主
張
に
つ
な
げ
る
た
め
の
「
論
拠
」
が
欠
け
て
い
る
。

　
論
拠
と
は
、
根
拠
か
ら
な
ぜ
そ
の
主
張
を
導
き
出
せ
る
の
か
を
説
明
し

た
理
由
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
論
拠
と
は「
寝
な
い
と
体
調
を
崩
す
」

で
あ
る
。

　
親
し
い
間
柄
の
場
合
、
こ
れ
く
ら
い
の
こ
と
は
わ
か
る
だ
ろ
う
と
い
う

互
い
の
暗
黙
の
了
解
で
論
拠
が
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
い
ち
い
ち
論

拠
を
言
い
立
て
る
と
、
要
点
が
わ
か
り
に
く
く
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
だ
。

し
か
し
、
共
通
理
解
が
で
き
て
い
な
い
相
手
に
は
、
論
拠
を
省
略
す
る
と
、

こ
ち
ら
の
意
図
し
た
論
理
が
伝
わ
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

　
正
確
に
論
証
を
行
う
場
合
に
は
、
因
果
関
係
と
論
拠
の
両
方
に
注
意
を

払
う
必
要
が
あ
る
。

510

因
果
関
係

1　
あ
る
事
象
Ａ
に
よ
っ
て
事
象
Ｂ
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
き
、
Ａ
は
Ｂ
の
原

因
、
Ｂ
は
Ａ
の
結
果
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
Ａ
と
Ｂ
は
因
果
関
係
に
あ
る
、

と
い
う
。
因
果
関
係
は
次
の
よ
う
な
文
で
表
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

・
Ａ
だ
か
ら
Ｂ
で
あ
る
。
・
Ａ
で
あ
る
た
め
に
Ｂ
が
生
じ
る
。

・
Ｂ
な
の
は
Ａ
だ
か
ら
で
あ
る
。

論
拠
の
提
示

2　
あ
る
根
拠
Ａ
に
よ
っ
て
主
張
Ｂ
を
導
き
出
す
こ
と
を
論
証
と
い
う
。
因

果
関
係
と
同
じ
よ
う
に
、
根
拠
Ａ
は
主
張
Ｂ
を
も
た
ら
す
も
の
、
つ
ま
り
、

主
張
を
確
実
に
支
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
例
え
ば
、
太
郎
さ
ん
が
、
試
験
勉
強
の
た
め
に
昨
晩
も
寝
て
い
な
い
花

子
さ
ん
に
「
昨
晩
も
寝
て
い
な
い
の
だ
か
ら
少
し
寝
た
方
が
い
い
よ
。」

と
言
っ
た
場
合
、「
昨
晩
も
寝
て
い
な
い
」
と
「
少
し
寝
た
方
が
い
い
」

510

昨
晩
も
寝
て
い
な
い
　
…
太
郎
さ
ん
と
花
子
さ
ん
の
間
で
共
有
さ
れ
て
い
る
事
実

少
し
寝
た
方
が
い
い
　
…
太
郎
さ
ん
の
主
張

主
張
Ｂ

根
拠
Ａ

共
有
さ
れ
て
い
る
事
実

論
拠

暗
黙
の
了
解
が
あ
る
と
き
は
省
略
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

根
拠
と
同
様
に
妥
当
性
に
つ
い
て
は
確
認
が
必
要

101 ●言語と論理

1

資
本
主
義
の
仕
組
み

　「資
本
主
義
」
と
は
、「
生
産
手
段
を
私
有
す
る
資
本
家
が
、
労
働
者
の

労
働
力
を
商
品
と
し
て
買
い
、
そ
の
労
働
を
上
回
る
価
値
の
あ
る
商
品
を

生
産
し
て
利
潤
を
得
る
経
済
の
仕
組
み
」
で
あ
る
。
資
本
家
＝
企
業
・
会

社
（
の
経
営
者
層
）、
労
働
者
＝
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
と
考
え
れ
ば
わ
か
り

や
す
い
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
会
社
に
勤
め
、
そ
こ
で
働
く
こ
と
で
成
果

物
を
生
み
出
し
、
そ
の
労
働
の
対
価
と
し
て
給
料
を
も
ら
う
。
企
業
は
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
給
料
を
支
払
う
代
わ
り
に
、
彼
ら
が
労
働
に
よ
っ
て
生

産
し
た
成
果
物
を
「
商
品
」
と
い
う
形
で
販
売
し
、
利
益
を
得
る
。
こ
の

「
商
品
」
は
必
ず
し
も
目
に
見
え
る
具
体
物
と
は
限
ら
な
い
が
、
現
代
の

企
業
は
、
基
本
的
に
こ
の
論
理
で
動
い
て
い
る
。

　近
代
よ
り
前
の
時
代
に
は
、
多
く
の
人
々
は
血
縁
的
・
地
縁
的
な
共
同

体
の
中
で
、
生
ま
れ
た
場
所
や
身
分
に
強
く
規
定
さ
れ
て
生
き
て
い
た
。

近
代
に
入
る
と
、
人
々
は
そ
の
よ
う
な
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
て
、「
個
人
」

と
し
て
自
由
に
生
き
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
共
同
体
か

ら
離
れ
て
流
動
化
し
た
個
人
が
都
市
に
移
住
し
、
資
本
主
義
を
支
え
る
資

51015

資
本
主
義
社
会
と

　
　
　本
当
の「
豊
か
さ
」

ズーム
アップ

四六〇頁
「
近
代
と
資
本
主
義
」

近代より前 近代

資本家（企業）

労働者

賃金労働力分
離

共同体

近代都市（ピサロ画）

農村社会（ミレー画）

66ズームアップ 資本主義社会と本当の「豊かさ」●

　
こ
の
科
学
的
仮
説
の
考
え
方
は
、
日
常
の
場
に
お
け
る
意
見
の
相

違
の
調
整
と
は
全
く
趣
を
異
に
す
る
も
の
で
す
。
交
渉
の
場
面
、
国

会
審
議
、
あ
る
い
は
法
廷
な
ど
で
は
対
立
す
る
二
つ
の
意
見
を
す
り

合
わ
せ
る
と
い
っ
た
こ
と
が
通
常
な
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
対
立
し
て

い
る
の
は
二
つ
の
意
見
で
あ
っ
て
、
い
く
ら
論
理
的
に
見
え
る
主
張

が
繰
り
広
げ
ら
れ
よ
う
と
も
、
そ
れ
は
主
観
に
基
づ
い
た
意
見
で
す
。

ま
た
同
じ
状
況
を
再
現
す
る
こ
と
で
ど
ち
ら
の
意
見
が
正
し
い
か
を

判
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
仕
方
が
な
い
の
で
現
時
点
で
の
妥

協
点
を
探
り
、
こ
れ
を
解
と
す
る
わ
け
で
す
。

　
科
学
に
お
い
て
は
、
基
本
的
に
妥
協
点
は
あ
り
ま
せ
ん
。
二
つ
の

　
科
学
研
究
に
お
い
て
は
、
検
証
さ
れ
る
べ
き
仮
説
の
設
定
が
大
切

に
な
り
ま
す
。
実
験
研
究
に
お
い
て
大
切
な
の
は
最
初
の
問
題
設
定

で
す
。
仮
説
検
証
型
の
研
究
に
お
い
て
、
そ
の
目
的
を
さ
ら
に
明
確

な
も
の
に
す
る
た
め
に
対
立
仮
説
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ｘ
と
い
う
出
来
事
に
対
し
て
二
通
り
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の

Ａ
と
い
う
考
え
方
を
研
究
者
は
主
張
し
た
い
の
で
す
が
、
そ
の
た
め

に
は
も
う
一
つ
の
Ｂ
と
い
う
考
え
が
成
立
し
な
い
こ
と
を
も
証
明
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
こ
の
Ａ
と
い
う
仮
説
と
、
Ｂ
と
い

う
対
立
仮
説
が
相あ
い

容い

れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
対
立

仮
説
が
成
り
立
つ
な
ら
ば
、
当
初
の
仮
説
は
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

510

510

次
の
文
章
と
《
科
学
と
生
命
》
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
科
学
の

あ
り
方
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

│
比
べ
読
み
│

探
究
の
扉

科
学
の
現
場

坂さ
か

井い

克か
つ

之ゆ
き
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・多彩な言語活動を通して、自分の考えを論理的に表現する力、
目的に応じて書く力を身につけられるようにした。

⑵表現編・資料編
・多様な資料を用いて、情報を吟味しながら自分の主張をまとめる力、多
面的・多角的な視点から自分の考えを表現する力を身につけられるように
した。
・論理的な文章や実社会の具
体的な場面で用いられる言葉
を例とともに示し、語彙力を
高められるようにした。また、
論理的な文章において示され
る人間・社会・自然などに対
するものの見方や考え方を解
説し、抽象的かつ論理的な思
考を深められるようにした。

⑶ デジタルコンテンツ
・ 各教材の見出し付近に掲載
した二次元コードを通じて、
さまざまな角度から本編教材
の理解を深めることができる

「学習用コンテンツ」を多数用
意した。

　情
報
を
整
理
し
て
考
察
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
際
、
複
数
の
資
料
が

す
で
に
提
示
さ
れ
て
い
る
場
合
と
、
テ
ー
マ
に
関
す
る
資
料
を
自
ら
収
集

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
テ
ー
マ
を
一
つ
決
め

て
、
そ
れ
に
関
連
す
る
多
様
な
資
料
を
収
集
し
、
調
べ
た
こ
と
を
整
理
し

て
、
自
分
の
考
え
を
論
述
し
て
み
よ
う
。

情
報
を
整
理
し
て
考
察
し
よ
う

言
語
活
動
の
実
践

　あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
と
き
、「
ど
の
よ

う
に
問
い
を
立
て
、
考
察
を
深
め
た
ら
よ
い
か
」
と
悩
む
人
も
い
る

だ
ろ
う
。
ま
ず
は
、
自
分
の
興

味
や
関
心
と
素
直
な
気
持
ち
で

向
き
合
う
こ
と
が
大
切
だ
。

テ
ー
マ
に
関
連
す
る
情
報
を
集

め
、
整
理
し
て
、
疑
問
に
思
っ

た
点
や
、
興
味
を
持
っ
た
点
を

ノ
ー
ト
に
書
き
出
す
こ
と
か
ら

始
め
て
み
よ
う
。

情
報
を
集
め
考
察
す
る
方
法
を
学
ぶ

は
じ
め
に

言

語

活

動

1
次
の
①
〜
③
の
例
の
中
か
ら
テ
ー
マ
を
一
つ
選
び
、
関
連
す
る
資
料

を
集
め
て
、
自
分
の
考
え
を
論
述
し
て
み
よ
う
。

　
①
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
自
己
表
現

　
②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
教
育

　
③
Ａ
Ｉ
技
術
と
創
作
活
動

5

510

　あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
と
き
、「
ど
の
よ

う
に
問
い
を
立
て
、
考
察
を
深
め
た
ら
よ
い
か
」
と
悩
む
人
も
い
る

だ
ろ
う
。
ま
ず
は
、
自
分
の
興

味
や
関
心
と
素
直
な
気
持
ち
で

向
き
合
う
こ
と
が
大
切
だ
。

テ
ー
マ
に
関
連
す
る
情
報
を
集

め
、
整
理
し
て
、
疑
問
に
思
っ

た
点
や
、
興
味
を
持
っ
た
点
を

ノ
ー
ト
に
書
き
出
す
こ
と
か
ら

始
め
て
み
よ
う
。

外と

山や
ま

滋し
げ

比ひ

古こ

『
思
考
の
整
理
学
』

学んだ知識を整理し
て、自分の考えをま
とめるためのヒント
を提示する。

問いの立て方や研究
の進め方について、
演習を交えながら解
説する。

ト
ー
マ
ス
・
Ｓ
・
マ
ラ
ニ
ー
／
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
レ
ア

安や
す
原は

ら
和か

ず
見み

（
訳
）

『
リ
サ
ー
チ
の
は
じ
め
か
た
』

市い
ち

古こ

み
ど
り
（
編
著
）・

上う
え
岡お

か
真ま

紀き

子こ

・
保ほ

坂さ
か

睦
む
つ
み

『
資
料
検
索
入
門
』

情報探索の入門書。
必要な資料を検索し、
入手する方法を学ぶ
ことができる。

362言語活動の実践 情報を整理して考察しよう●

1
報
告
書
と
は

　報
告
書
と
は
、
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
の
研
究
調
査
結
果
な
ど
を
客

観
的
に
伝
え
る
文
章
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
テ
ー
マ
と
な
る
課
題
や

研
究
に
つ
い
て
、
調
査
・
実
験
の
方
法
や
内
容
、
収
集
し
た
資
料
が

整
理
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
分
析
や
結
論
、
解
決
す
べ
き
課
題
な
ど
が
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。

　報
告
書
は
、
感
想
文
や
小
論
文
な
ど
の
よ
う
に
自
分
の
思
い
や
考

え
を
主
張
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
調
査
・
分
析

し
た
事
実
を
正
し
く
伝
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

5

▼
テ
ー
マ
を
設
定
し
調
査
し
た
結
果
を
客
観
的
に
伝
え
る
。

▼
報
告
書
の
基
本
的
な
構
成
を
理
解
し
、
論
理
的
に
書
く
。

目
標

社
会
的
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
報
告
書
を
書
く

実
践
1

上う
え

田だ

紀の
り

行ゆ
き《「

内
的
成
長
」社
会
へ
》（

五八頁
）

を
読
ん
で
自
分
で
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
そ
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
調
査
・
分
析
を
行
っ
て
、

報
告
書
を
作
成
し
て
み
よ
う
。

活
動
例

テ
ー
マ
設
定

　《「
内
的
成
長
」
社
会
へ
》
を
読
み
、
次
の
三
点
を
テ
ー
マ
の
候
補

と
し
て
あ
げ
た
。

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
（
中
間
社
会
）
の
崩
壊

②
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
る
「
多
様
な
意
味
」

の
圧
殺

③
「
生
き
る
意
味
」
を
育
む
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
創
造

　今
回
は
、
同
じ
高
校
生
や
文
化
祭
の
来
場
者
を
報
告
の
対
象
と
し

て
設
定
し
て
お
り
、
本
文
で
も
「
学
校
」
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
よ
り
身
近
な
①
・
③
を
も
と
に

テ
ー
マ
を
次
の
よ
う
に
決
定
し
た
。

テ
ー
マ
「
生
き
る
意
味
」
を
育
む
学
校

426社会的なテーマを設定し報告書を書く●

古
代
・
中
世
か
ら
「
近
代
」
へ

1　「近
代
」
は
人
間
が
「
主
役
」
の
時
代
で
あ
る
。
古
代
・
中
世
に
お

い
て
、
物
事
の
秩
序
や
正
し
さ
の
基
準
は
、
神
や
自
然
な
ど
、
人
間
の

「
外
側
」
に
あ
っ
た
。
し
か
し
近
代
に
な
る
と
、
物
事
の
秩
序
・
正
し

さ
の
基
準
が
人
間
の
「
内
側
」
に
移
動
す
る
。
こ
れ
が
「
理
性
」
で
あ

る
。
理
性
的
存
在
者
た
る
人
間
が
、
正
し
さ
の
基
準
と
し
て
世
界
の
中

心
的
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。

デ
カ
ル
ト
の
「
物
心
二
元
論
」「
機
械
論
的
自
然
観
」

2　デ
カ
ル
ト
は
、「
考
え
る
」
働
き
で
あ
る
「
理
性
」
を
重
視
し
た
。

理
性
は
万
人
に
等
し
く
備
わ
っ
て
お
り
、
人
間
は
自
ら
の
理
性
を
正
し

く
働
か
せ
る
こ
と
で
、
真
偽
を
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。

　人
間
を
、
理
性
を
持
っ
た
考
え
る
存
在
だ
と
と
ら
え
る
デ
カ
ル
ト
は
、

人
間
の
「
精
神
」
と
「
物
体
」
と
を
明
確
に
区
別
す
る
。「
考
え
る

（
思し

惟い

）」
こ
と
を
本
性
と
す
る
精
神
と
、
考
え
る
こ
と
が
な
く
、
単

な
る
「
広
が
り
（
延
長
）」
で
あ
る
こ
と
を
本
性
と
す
る
物
体
と
は
、

全
く
別
々
の
実
体
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
れ
を
「
物
心
二
元
論
」
と
言
う
。

ま
た
、
こ
の
見
方
は
人
間
の
身
体
を
も
単
な
る
「
広
が
り
（
延
長
）」

と
み
な
し
て
精
神
と
区
別
す
る
た
め
、「
心
身
二
元
論
」と
も
呼
ば
れ
る
。

こ
の
考
え
方
は
、
自
然
を
機
械
の
よ
う
な
合
理
的
仕
組
み
を
持
つ
物
体

の
広
が
り
と
み
な
す
「
機
械
論
的
自
然
観
」
に
つ
な
が
る
。

「
理
性
」
は
信
用
で
き
る
の
か
？

3　近
代
人
は
、
神
な
ど
の
絶
対
的
存
在
に
頼
る
こ
と
な
く
、
理
性
の
力

だ
け
で
真
理
に
到
達
で
き
る
と
自
ら
考
え
る
。
ま
た
、
人
間
の
理
性
は
、

広
が
り
を
持
っ
た
物
体
で
あ
る
自
然
の
う
ち
に
合
理
的
な
秩
序
を
見
い

だ
す
こ
と
で
、
自
然
の
支
配
・
操
作
を
可
能
に
す
る
。
こ
う
し
て
、
世

界
は
人
間
の
力
に
よ
り
進
歩
・
発
展
を
続
け
る
と
い
う
人
間
中
心
主
義
・

進
歩
史
観
が
生
ま
れ
る
。

　し
か
し
、
こ
う
し
た
楽
観
的
思
考
は
次
第
に
疑
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

特
に
、
二
十
世
紀
の
二
度
の
世
界
大
戦
の
悲
劇
は
、
人
間
の
理
性
に
対

す
る
信
頼
を
大
き
く
揺
さ
ぶ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
人
間
の
理
性
を
絶
対

視
す
る
近
代
の
価
値
観
を
再
検
討
す
る
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
」
の
思
潮
な

ど
が
広
が
り
、
現
代
に
至
る
。

近
代
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
、

そ
し
て
現
代
へ

参考文献
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評
論
テ
ー
マ
の
理
解
を
深
め
る

＊
デ
カ
ル
ト
　René Descartes

（
一五九六〜
一六五〇）。
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
。

西
洋
近
代
の
思
想
を
、
ギ
リ
シ
ャ
思
想
と
ユ
ダ
ヤ

教
・
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
概
観
。

岩い
わ

田た

靖や
す

夫お

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
入
門
』

二次元
コード
を記載
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資料 2 高校生のSNSの利用に関する調査

調査時期：2023 年 9 月～ 2024 年 1 月
調査対象：日本・米国・中国・韓国の高校生
調査有効数：日本（4,356 人）米国（1,512 人）中国（7,750 人）韓国（1,508 人）
調査方法：集団質問紙法または学校を通してのウェブ調査

日本 米国 中国 韓国40％

30％

20％

10％

0％

3.31.8

35.6

4.5

9.4

4.0

17.6

26.7

13.9
12.8

22.7
25.3

20.1

7.0

19.0 17.3
17.3 16.4

3.6

11.0
7.4
11.2

1.4

8.4 8.0

21.8

3.9

8.8

2.4

10.9

18.3

7.9

3
0
分
未
満

3
0
分
〜
1
時
間
未
満

1
〜
2
時
間
未
満

2
〜
3
時
間
未
満

3
〜
4
時
間
未
満

4
〜
5
時
間
未
満

5
時
間
以
上
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図1  平日の1日あたりのSNSを利用する時間
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図2  休日の1日あたりのSNSを利用する時間

415 ●考えの表出



図書の構成・内容

書く 読む

⑴ ⑵ ⑶ ⑴ ⑵ ⑴ ⑵
反対語から考えを深める ア ア 12 3

新しい認識 【着眼】輪郭と空洞 オ 18 2

―逆説的表現 ホンモノのおカネの作り方 ア イ 20 3

胆力について ウ・エ イ 28 4

【チェックポイント1】主張の明確化 ウ 36

美の感覚 【着眼】「文学の誕生」を演出する イ 37 2

―主張の把握 手の変幻 エ ア 40 3

【ズームアップ】芸術作品の「多面性」 ア 47

「いき」の美学 ウ イ イ・エ エ 48 4

社会のあり方 【着眼】知識の体系性 オ 56 2

―特徴的表現 「内的成長」社会へ オ イ 58 3

【チェックポイント2】定義と抽象化 ア・イ 65

【ズームアップ】資本主義社会と本当の「豊かさ」 ア 66

科学と生命 ア ウ 68 4

【探究の扉】科学の現場 オ ウ 75 2

【チェックポイント3】文体と構成 エ 79

言語と論理 オノマトペは言語か オ イ 80 4

【ズームアップ】言語の音 ア 89

日本語は非論理的か オ・カ イ 90 4

【探究の扉】日本的論理 エ ウ 97 1

【チェックポイント4】語彙 ア・イ 100

【チェックポイント5】因果関係と論拠 ア 101

近代と大衆 感じる歴史 キ オ 102 4

【ズームアップ】大衆消費社会 ア 110

消費されるスポーツ ア・イ イ 112 3

人間と自然 科学・技術の歴史の中での社会 エ イ 122 3

【ズームアップ】近代科学の功罪 ア 131

野生の「クジラ」と人間の「鯨」 オ オ 132 3

【チェックポイント6】情報の視覚化 イ 142

【ズームアップ】地球環境問題 ア 144

人間の可能性 可能性の溢れを生きる ア・キ イ 146 3

「友情」と「悔恨」の文学 エ ウ 156 4

漱石の多様性 ア エ 181 4

【言語活動の実践】論文を書こう ア・オ・カ イ 230 5

【ズームアップ】「自由からの逃走」？ ア 234

現代へのまなざし 美の自律性 キ オ 236 3

【チェックポイント7】仮説と検証 ウ 243

手放すということ ウ イ 244 3

異文化と普遍 超えて行く翻訳 ア ア キ イ 254 3

「文化が違う」とは何を意味するのか？ カ オ 262 3

【ズームアップ】文化相対主義 ア 270

情報と人間 「具体」から「抽象」へ キ ア 272 3

「自己デザイン」と「自己消費」 オ ア 280 3

【ズームアップ】情報社会と〈私〉 ア 289

私たちの身体 身体と環世界 ウ イ 290 4

【ズームアップ】「精神」と「身体」は分離できない ア 301

使うということ ウ イ 302 4

近代という枠組み 「である」ことと「する」こと ア・イ イ 310 4

【ズームアップ】「近代」とは何か？ ア 328

比較と考察 人と共にある図書館の未来は明るい ウ・キ エ 330 1

図書館と「ものがたり」 ウ・キ エ 334 1

【チェックポイント8】多面的な視点 ア・ウ 338

個性とは何か ウ ウ 342 2

他者の靴を履く ウ ウ 346 2

【言語活動の実践】情報を整理して考察しよう ア・イ ア 362 5

社会の中の言葉 学問の政治性 イ・エ ウ 364 3

関心を持つのはよいことか オ・キ オ 372 3

【チェックポイント9】主張とその前提 ア 381

人間という存在 環境と心の問題 ア・カ オ 382 3

【ズームアップ】近代科学とAI ア 390

意志と選択 ウ ア カ ア 392 4

考えの表出 人はなぜ働かなくてはならないのか イ・エ ウ 399 4

資料を分析して情報を整理する イ イ ア 410 3

レポートの内容・構成を考える イ・オ イ 418 3

表現編・資料編 社会的なテーマを設定し報告書を書く エ イ・オ・カ イ 426 3

実社会に関する文章を読み小論文を書く エ ウ・オ・カ ウ 432 3

表現キーワード ア・イ 438

評論キーワード ア・イ 448

２． 対照表

学習指導要領の内容 該当
箇所
［頁］

配当時数

単元 教材
知識及び技能

思考力，判断力，表現力等
A 書くこと B 読むこと



ズームアップ　評論テーマの理解を深める ア 456

前見返し・後見返し 現代はどのような時代か？ ア ①②⑤⑥

A 書くこと 57
B 読むこと 83

合計
配当時数合計
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